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令和元年度留萌南部衛生組合歳入歳出決算審査意見 

 

 

１ 審査の対象 

令和元年度留萌南部衛生組合歳入歳出決算 

 

２ 審査の期間 

令和２年６月２４日から令和２年７月３１日 

 

３ 審査の方法 

本決算の審査にあたっては、令和元年度歳入歳出決算書並びに歳入歳

出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書（以

下「附属書類」という。）が地方自治法等の関係法令に準拠して作成さ

れ、その会計処理が適正かつ確実に行われたかどうかについて審査する

とともに、決算及び決算額の基礎となる証書類に基づいて決算計数の正

確性、適法性をただし、予算執行の適否についても審査した。 

なお、現金・預金の確認及び証書類の検証については、地方自治法第

２３５条の２第１項の定めるところにより例月現金出納検査において実

施したので、その結果を参考として審査した。 

 

４ 審査の結果 

令和元年度歳入歳出決算書並びに附属書類は、地方自治法等の関係法

令に準拠して作成されており、決算の計数については、関係諸帳簿等の

諸書類と照合検算して審査した結果、正確であることを認めた。 

 

５ 審査の概要 

本会計の決算は、資料１「歳入歳出決算状況」に示すとおり、予算現

額779,652,000円に対し歳入決算額は781,722,427円で、予算執行率は

100.3％であり、歳出決算額は757,586,336円で、予算執行率は97.2％で

あって、歳入歳出差し引きにおいて24,136,091円の剰余金が生じたため

翌年度へ同額を繰り越し、決算を了したものである。 
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６ 歳入の決算状況 

資料１⑴に示すとおり、予算現額779,652,000円に対し、調定額及び

収入済額は781,722,427円と同額で、予算執行率は100.3％である。 

なお、前年度決算額との比較では29,561,558円（3.6％）の減少であ

り、款別に比較すると次表のとおりである。 

 

歳 入 比 較 表 
（単位：円・％） 

決算額 構成比 決算額 構成比 金額 増減率

1 分担金及び負担金 609,047,253 77.9 639,960,529 78.9 ▲30,913,276 ▲4.8

2 使用料及び手数料 142,309,910 18.2 143,616,800 17.7 ▲1,306,890 ▲0.9

3 財　産　収　入 12,948,025 1.7 12,852,085 1.6 95,940 0.7

4 繰　　越　　金 17,398,747 2.2 13,736,471 1.7 3,662,276 26.7

5 諸　　収　　入 18,492 0.0 147,100 0.0 ▲128,608 ▲87.4

6 国 庫 支 出 金 0 0.0 971,000 0.1 ▲971,000 皆減

歳　入　合　計 781,722,427 100.0 811,283,985 100.0 ▲29,561,558 ▲3.6

款　　　別
平成30年度令和元年度 比較増減（▲）

 

 

第１款 分担金及び負担金 

予算現額609,049,000円に対し、調定額及び収入済額は609,047,253

円と同額で、予算執行率は100.0％である。 

なお、決算額が前年度と比較して30,913,276円（4.8％）減少して

いるが、この要因は、有害鳥獣処理施設分が2,294,908円の増となっ

たが、火葬場分22,153,877円の減、し尿処理場分1,493,959円の減、

ごみ処理場分9,560,348円の減に伴い市町負担金が減少したものであ

る。 

この負担金は、「当組合負担金割合及び徴収条例（施設毎に制定）」

に基づく管理運営費、建設費、公債費等に対する負担金で、各市町の

負担内訳は施策の実績報告書のとおりである。 

 

第２款 使用料及び手数料 

本款は、当組合衛生センター使用条例、火葬場条例及び行政財産使

用料に関する条例に基づいて使用者から徴収する使用料で、予算現額

141,539,000円に対し、調定額及び収入済額は142,309,910円と同額
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で、予算執行率は100.5％である。 

なお、決算額が前年度と比較して1,306,890円（0.9％）減少してい

るが、これは、主に衛生センター使用料900,150円の減及びごみ処理

手数料350,740円の減によるものである。 

 

第３款 財産収入 

本款は、土地貸付収入及び物品売払収入で、予算現額11,664,000円

に対し、調定額及び収入済額は12,948,025円と同額で、予算執行率は

111.0％である。 

なお、決算額が前年度と比較して95,940円（ 0.7％）増加してい

る。 

 

第４款 繰 越 金 

本款は、平成 30年度歳入決算額（ 811,283,985円）と歳出決算額

（793,885,238円）との差引残高17,398,747円を繰越金として受け入

れたものである。 

 

第５款 諸 収 入 

本款の収入は、全国市有物件災害共済会掛金返戻金である。 

 

その他 国庫支出金 

前年度のみ実施された衛生センター災害復旧工事に係る国庫補助金

であり、当年度は皆減となった。 
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７ 歳出の決算状況 

資料１⑵に示すとおり、予算現額779,652,000円に対し、支出済額は

757,586,336円 で決算を了した。予算執行率は 97.2％ で、不用額は

22,065,664円である。 

なお、前年度決算額との比較では36,298,902円（4.6％）の減少であ

り、款別に比較すると次表のとおりである。 

 

歳 出 比 較 表 
（単位：円・％） 

決算額 構成比 決算額 構成比 金　額 増減率

1  議　会　費 531,683 0.1 440,400 0.1 91,283 20.7

2  総　務  費 16,441,671 2.2 16,097,355 2.0 344,316 2.1

3  衛　生  費 594,981,712 78.5 606,428,291 76.4 ▲11,446,579 ▲1.9

4  公  債　費 145,631,270 19.2 169,029,192 21.3 ▲23,397,922 ▲13.8

5  予　備　費 0 0.0 0 0.0 0 　　－

6  災害復旧費 0 0.0 1,890,000 0.2 ▲1,890,000 皆減

歳 出 合 計 757,586,336 100.0 793,885,238 100.0 ▲36,298,902 ▲4.6

款　　　別
平成30年度令和元年度 比較増減（▲）

 

 

第１款 議 会 費 

予算現額646,000円に対し、支出済額は歳出総額の0.1%に相当する

531,683円（執行率82.3%）で、不用額は114,317円である。 

なお、前年度決算額と比較すると 91,283円（ 20.7%）の増加であ

る。 

 

第２款 総 務 費 

予算現額17,174,000円に対し、支出済額は歳出総額の2.2％に相当

する16,441,671円（執行率95.7%）で、不用額は732,329円である。 

なお、前年度決算額と比較すると344,316円（2.1%）の増加である

が、その主な要因は、一般管理費における需用費の増111,814円、使

用料及び賃借料におけるパソコン使用料他の増108,642円などであ

る。 
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第３款 衛 生 費 

予算現額612,245,000円に対し、支出済額は歳出総額の78.5％に相

当する594,981,712円（執行率97.2%）で、不用額は17,263,288円であ

る。 

なお、前年度決算額と比較すると11,446,579円（1.9%）減少してい

るが、その主な要因は、し尿処理場管理費における施設維持管理運営

業務等に係る委託料の増（2,409,652円）、第２消化槽屋根防水補修工

事終了等に伴う工事請負費の減（8,578,200円）、火葬場管理費におけ

る修繕料等の増加による需用費の増（4,992,955円）、屋上防水補修工

事終了に伴う工事請負費の減（3,542,400円）、ごみ処理場管理費にお

ける修繕料等の減少による需用費の減（5,197,716円）、留萌市施設管

理負担金の減少等による負担金、補助及び交付金の減（2,760,490

円）である。 

なお、不用額の主な内訳は、次のとおりである。 

 

・ごみ処理場管理費 需用費          11,162,405円 

・ごみ処理場管理費 負担金、補助及び交付金  3,691,444円 

 

主な理由は、需用費では、各施設での燃料・電気使用量の減少、並

びに施設に係る修繕の発生が想定よりも少なかったことによる支出額

の減、負担金、補助及び交付金では、電気使用量の減少に伴う負担金

の減によるものである。 

 

第４款 公 債 費 

予算現額146,587,000円に対し、支出済額は歳出総額の19.2％に相

当する145,631,270円で、不用額は955,730円である。 

支出済額の内訳は、火葬場建設事業に係る元金償還金（800,000

円）、一般廃棄物最終処分場建設事業に係る元金償還金（144,680,068

円）及び火葬場建設事業に係る利子償還金（7,200円）、一般廃棄物最

終処分場建設事業に係る利子償還金（144,002円）である。 

なお、前年度決算額と比較すると、元金償還金においては、火葬場

建設事業に係る平成１５年度発行の貸付金が前年度に償還終了となっ

たことに伴い21,241,413円（12.7%）の減、利子償還金においては、
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前記貸付金の償還終了及び平成２４年度発行の貸付金の利率の変更

（0.20%から0.01%）に伴い2,156,509円（93.4%）の減となっている。 

 

第５款 予 備 費 

（単位：円・％） 

項　別 予算額 充用額 不用額 充用率 備　考

予　備　費 3,000,000 0 3,000,000 0.0
 

 

その他 災害復旧費 

当年度においては、対象事業が発生しなかったため、前年度と比較

して1,890,000円の皆減となった。 

 

８ 実質収支に関する調書 

実質収支に関する調書については、地方自治法施行規則第１６条の

２に定められた様式で、計数にも誤りがなく正確であると認めた。 

 

９ 財産に関する調書 

本調書に記載された財産は公有財産及び物品であり、年度中増減得

喪、現在高等の状況が明らかにされており、調書に表示された計数に

ついて財産台帳と照合確認の結果、正確であると認めた。 

 

10 むすび 

留萌南部衛生組合は、管轄地域における共同処理の実施により、当

地域における環境衛生の保持について、非常に大きな役割を果たして

きたところである。 

しかしながら、近年の少子高齢化や人口減少のなか、住民の生活様

式は多様化と高度化が進んでおり、組合に対する住民の要請は、ます

ます変化し増大していくものと思われる。 

また、昭和50年代初頭に留萌市外２町衛生センターとして開設され

た、し尿処理施設は老朽化が著しく、修繕料や関係工事請負費の継続

的な支出が必要な状況と思われ、突発的な設備の損傷も懸念されるこ

とから、大規模改修の実施など対策の実施が必要な局面と思われる。 

一方では、一般廃棄物処理についても、次期処理施設の開設をにら
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み、新たなごみ処理のあり方を検討する時期に来ているなか、十分な

検討期間を確保するためにも、現行施設の長寿命化を図るべく、さら

なるごみ分別の徹底について普及啓発の強化が必要な状況と考えられ

る。 

同時に、独居高齢世帯等でも優しく分かりやすいごみ分別のあり方

について、十分な配慮をお願いしたい。 

これらの課題について、構成市町と十分に協議を行い、住民との対

話を深めながら、着実に取り組みを進めることを要望するとともに、

これまで同様の適切な事務処理や経費節減が継続されるなか、各事業

が将来に向け安定的に運営され、衛生的で快適な住民生活が維持さ

れ、更には増進されることを期待する。 

 



 
 

資料１ 

令和元年度 留萌南部衛生組合歳入歳出決算状況 

⑴ 歳入                                                  （単位：円・％） 

予算現額 調  定  額 収入済額 予算執行率 調定対比

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｂ

 1 分担金及
   び負担金

609,049,000 609,047,253 609,047,253 100.0 100.0 77.9 △ 1,747 0 

 2 使用料及
   び手数料

141,539,000 142,309,910 142,309,910 100.5 100.0 18.2 770,910 0 

 3 財産収入 11,664,000 12,948,025 12,948,025 111.0 100.0 1.7 1,284,025 0 

 4 繰 越 金 17,398,000 17,398,747 17,398,747 100.0 100.0 2.2 747 0 

 5 諸 収 入 2,000 18,492 18,492 924.6 100.0 0.0 16,492 0 

合　計 779,652,000 781,722,427 781,722,427 100.3 100.0 100.0 2,070,427 0 0 

款　別
収入済額の予
算現額に対す
る増減(△)額

収入済額の
構成比

不　納
欠損額

収　入
未済額

 

 

⑵ 歳出                                                 （単位：円・％） 

予算現額 支出済額 予算執行率

Ａ Ｂ 継続費逓次繰越 繰越明許費 事故繰越し 計 Ｂ/Ａ

 1 議 会 費 646,000 531,683 0 0 0 0 82.3 0.1 114,317 

 2 総 務 費 17,174,000 16,441,671 0 0 0 0 95.7 2.2 732,329 

 3 衛 生 費 612,245,000 594,981,712 0 0 0 0 97.2 78.5 17,263,288 

 4 公 債 費 146,587,000 145,631,270 0 0 0 0 99.3 19.2 955,730 

 5 予 備 費 3,000,000 0 0 0 0 0 0.0 0.0 3,000,000 

合　計 779,652,000 757,586,336 0 0 0 0 97.2 100.0 22,065,664 24,136,091 

備　考
支出済額
の構成比

不用額款　別
翌年度繰越額 歳入歳出

差引額
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